
  

４年ぶり  

従来より、早朝に発災したという想

定で行っていた訓練に加えて、今回

は関東大震災から100年の節目に

合わせ行われた、この大規模な24

時間に及ぶ夜間の訓練にも、我が消

防団は参加しました。 

令和5年１１月２５日、東京消防庁の 

総合震災訓練が行われました。 
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配備されている資器

材を使った訓練は、西

新井消防署で行われ

ました。 

早朝より各分団本部で

のタブレット端末、MCA

無線機、ポンプ積載車巡

回による情報収集・伝達

訓練 

初の夜間訓練は舎人公園で行われ、遠距離

消火の訓練に担当地区の分団が参加しまし

た。多くのホースの中間にポンプを追加し

て圧力を調整することで、ポンプ 1 台では

対応できないような遠距離の火災にも対応

可能となります。 

我が街を守れ



 

 

 

  

足元のゲートルと白い帽子が印象的である。左の看板には警戒警報發令中と書かれている 

はじめて体験した放水訓練 

 2 月 18 日に令和 5 年度第２回新入団員教養が西新井消防署にて開

催されました。参加者は座学にて消防団の組織など学び、その後整列

等の規律訓練また実際に水を出しての放水の体験を行いました。参加

した団員は防火服を着て訓練した事で、消防団員の一員だという実感

を得た様子でした。今後、災害活動現場でも活躍を期待される団員と

なるでしょう。 

 

 

新入団員教養開催 

消防団本部室での座学 

整列訓練 

消 防 団 よ も や ま 話  その２ 
一 枚 の 写 真 か ら 
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６分団古性副分団

長から貴重な写真を

提供していただきま

した。昭和初期の消防

団(警防団？)の写真で

す。後列左より２番目

に写っているのが自

身の祖父さん(古性良

馨さん)との事です。今

となってはこの写真

の詳細は不明ですが、

家族からお祖父さん

は消防団だったと聞

かされていたとの事

です。写真は工場の様

ですが、祖父さんは家

業以外務めた事が無

いとの事から、消防団

仲間とどこかで撮っ

た集合写真だと思う

との事です。 



 

 

 

 

 

  

西新井大師では２月３日の
「節分の祭」に【だるま供養】
と【豆まき】が行われました。
今年はコロナ禍以降４年ぶり
に参拝客を入れ完全復活の形
で行われました。消防団も「文
化財防火デー」では演習に参
加し、「節分祭」では警戒の支
援に当たりました。 

優秀、優良分団表彰 

令和６年始式が挙行されました 

多くの来賓が臨席のもと、盛大に令和６年始式が１月 14 日伊興小

学校体育館にて開催されました。当日は１０名の新入団員が紹介され、

代表の６分団矢崎誠人団員が入団にあたっての決意を表明しました。 

 

分団トピックス ４分団 

昭和 24 年の法隆寺

金堂の火災を機に文

化財を火災から守る

ことを目的に制定。 西新井大師でも昭和

４１年に本堂が火災

で焼失した教訓から

この日に消防演習を

行っています。 

文化財防火デー 
 2024.1.24 

  新入団員紹介 

節分祭とダルマ供養 
 

西新井大師でも昭和

４１年に本堂が火災

で焼失した教訓から

この日に消防演習を

行っています。 

昭和 24 年の法隆寺

金堂の火災を機に文

化財を火災から守る

ことを目的に制定。 



 
 
 

入団エントリーは 
QRコードからも☞ 

 

のWEB版が 
PC・スマホでさらによ

り多い情報がご覧い

ただけます！ 

消防団員募集 
西新井消防署０３－３８５３－０１１９ 

 

震災で亡くなられた方の名前が掲示
されている「瞑想空間」の入口 

 

昨年は関東大震災から 100 年の節目

の年でした。それに合わせ昨秋、阪神淡

路大震災被災地を訪問しました。当時

活動した消防職団員等からの体験談や

防災体験施設視察を通じて、消防団が

首都直下型地震等への対応できる活動

体制を確保することを痛感した研修で

した。 

 

副団長 

（団本部分団長） 

黒川 浩 

 

 

《就任異動》2 月 1 日付（カッコ内は前職） 

 

我が街の消防団員 その 11 

     6 分団 古性芳男副分団長 

６分団の古性団員はあられの製造と販

売をやっている。おおらかで面倒見が

良い性格で、根っからの伊興っ子であ

る。地元の皆さんからの人望も厚く、

特に先輩方からは「古性よっちゃん」

と親しみを込めて呼ばれている。消防

団活動中は、後輩団員にも優しく声を

掛けてくれる「よっちゃん」。様々な活

動場面で団員をまとめてくれる貴重な

存在である。 

 

新入団員インタビュー 
 

4 分団 佐々木 渓団員 

西新井出身の 33 歳、大師前駅そば

のマークスコーヒーカフェに勤務

しています。きっかけはカフェの

お客さんの 4 分団の先輩に誘われ

て防災フェスタの見学に行き、実

際の活動をみたり団の皆さんとお

話をしたりして『地元のコミュが

広がりそう！』と思い即決しまし

た。出来る範囲から参加していま

すが入団してとても良かったで

す。今後とも宜しくお願いします。 

阪神・淡路大震災被災地訪問研修 
 

火事は近いよスリバンだ〜♫ 

『お祭りマンボ』の歌詞に出てくる『スリバン』とは？ 

 火の見やぐら（望楼）と半鐘に関する特別号では、消防

団 OB のインタビューを交え、『スリバン』の謎に迫りま

す。お楽しみに!! 

2 分団長 

（副分団長） 

田中 実 

 

 

団本部分団長 

（2 分団長） 

矢ノ倉 三郎 

 

慰霊と復興のモニュメント 

 


